



















Trainee Therapists how to cope, get over their anxiety, and growth












軽井　悦　子 ４ ）  　　　　　　　　　
　本研究の目的は，心理臨床家を目指す初学者を対象とし，面接場面で生じた不安への対応と
乗り越え方の径路を示し，初学者の心理臨床家としての成長モデルを作成することである。初































































































































































研究協力者 性別 学年 現役／社会人経験
面接での立ち位置・面接構造
陪席／面接 特記事項
Ａさん 女性 修士 １年 現役生 陪席 インテーク面接のみ
Ｂさん 女性 修士 ２年 社会人経験あり 陪席 セラピスト交代後
Ｃさん 男性 修士 １年 現役生 単独面接 継続面接担当







































































































































































































































第Ⅱ期 Cl を受容し，自身の傾向に取り組もうとする時期 【Cl に寄り添う】～【自分に向き合おうとする】






















































































































































































































































































































































































































































































記 録 に 没 頭 す る
C L 像 を つ か め な い
不 安
C L を 過 度 に 意 識 す る
C L に 寄 り 添 う
C L 像 の 修 正
共 感
C L を 理 解 し よ う と す る
自 分 に 向 き 合 わ な い
自 分 に 向 き 合 お う と す る
C L に 寄 り 添 え な い
C L 理 解 を 深 め る
現 実 的 な C L 像 非 現 実 的 な C L 像
自 己 受 容 す る
記 録 の 取 り 方 を 工 夫
共 感 困 難
自 己 受 容 し か ね る












































































































































































































































































































































































































































陪 席 ・ 面 接 を す る
記 録 に 固 執
S V ／ 中 断 S V
面 接 中 断














































C L と の 交 流





































C L 像 の 修 正
自 己 受 容 し か ね る
C L を 理 解 し よ う と す る
自 分 に 向 き 合 わ な い
C L 像
未 修 正
自 分 に 向 き 合 お う と す る
C L に 寄 り 添 え な い
自 己 受 容 し な い
C L に 寄 り 添 う
共 感
C L 理 解 を 深 め る
現 実 的 な C L 像 非 現 実 的 な C L 像
自 己 受 容 す る
記 録 の 取 り 方 を 工 夫
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